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 今月は、加藤、福田ともに遅い夏休みをいただき、ほほえみを発行するのが遅れてしましました。申し訳
ありません。久しぶりに帰省して孫の顔を両親に見せたり、各所にお参りにいったりしましたが、やや季節
も異なるためか、夏休みという感じは薄かったですね。リフレッシュして、診療にあたりたいと思います。 
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 読書の秋 

 

 読書の秋となりましたが、秋の夜長に読む本として『二宮尊徳夜話』を取り上げたいと思います。二宮尊徳というと、薪を
担いで本を読んでいる勤勉な人というイメージではないかと思います。私も、以前は、まず銅像の二宮金次郎の姿を思い浮
かべていました。しかし、実像は大きく異なりますね。この本は、門人の福住正兄という人が、師の尊徳の人となりを記した
ものです。 

 

 二宮尊徳の実像に迫るとすると、まず、二宮尊徳は小柄ではなく、当時としては桁違いに大男でした。土を運んだりするこ
とにかけては、誰もかなわなかったと言います。また、勤勉であることは勿論、農村復興に功績のあった人物ですが、実際
には思想家として日本が誇るべき人物であろうと思います。彼の言葉を借りれば、天地の経を読むということでしょうか。独
学で学問もした人ですが、自ら思索した、奥深い人物ですね。 

 

 彼の思想に、「天道と人道」というのがあります。天道とは、自然の姿です。人道とは人の行いによって成立するものです。
例えば、田畑は人間が世話をすれば作物がとれるのですが、放置すると草が生え、木々が育って草原や森に還っていく訳
です。自然に戻るのが天道で、それを田畑にしているのが人道です。天道を知って、人道も知ると云うところに、人間の立ち
位置があるのですね。 

 

 彼の思想は、儒教、仏教、神道の混合したものではあるのですが、単に習い覚えたものではなく、自分なりの消化を行っ
ています。二宮金次郎の銅像は、本を読んでいますが、読んでいる本は『大学』という本で、儒教でいう四書五経のうち最も
最初に読む本とされています。幼いころから、寸暇を惜しんで学問した人でした。まあ、この四書五経というのも朱熹が定め
たものなので、太古からそうであったわけではないのですが。独学でも、自己流ではなくオーソドックスな学問を収めた人で
す。 

 尊徳は、幼い頃に、両親が亡くなって、伯父に預けられたのですが、伯父さ
んといっても、気難しい人で、夜、本を読んでいると油が勿体ないと言うような
人でした。それではと、尊徳が菜種を密かに野原で育てて油を搾り、夜に勉
強していると、自分で油をとっても読書は許さない、そんな時間があるなら、草
鞋を綯えといった過酷な人だったので、苦労をしていますね。 

 

 実生活からにじみ出た、含蓄のある言葉を読みたいという方には、最近は
読まれなくなった本ですが、お勧めいたします。『報徳記』という本もあるので
すが、入手が困難となっており、今回は夜話の方に関しての情報とさせてい
ただきました。 



MEMO   10月のがん化学療法科の予定 
  

10月5‐10日 加藤不在（福田が代診します） 
10月10日 柴田教授外来 

10月13日 体育の日 

10月16‐22日 福田不在（加藤が代診します） 
10月17日     新渡戸稲造記念メディカル・カフェ 

10月24日     柴田教授外来 

10月31日 ハロウィン 

 

2014年10月より、がん化学療法科は、６階西病棟から、8階東病棟に 

変わりました。 

掲載記事の無断転載を禁じます 

 ＮＮＮドキュメント‘１４ 

 

 9月11日に、アイーナにて、新渡戸稲造記念がん哲学外来

を樋野興夫先生に行っていただきましたが、その際に、日本
テレビのＮＮＮドキュメントの取材があり、がん哲学外来の模
様が全国放送されました。がん哲学外来では、来ていただい
た方に相応しいような「核になる言葉」というべきものをお話
しするのですが、言葉の処方箋という表現で、この活動が取
り上げられておりました。 

 

 深夜の番組でしたが、ＢＳでは昼間の時間にも放送されま
した。このような活動が全国放送されるということは画期的で
あると思いますが、反面、現在の医療の隙間を埋めるものが
求められているということの証左でもあるのでしょう。 

 どらえもん電車 

 

 私の郷里の高岡市の有名人というと、漫画家
の藤子不二雄さんがいらっしゃるのですが、路
面電車（万葉線）には、どらえもん電車というの
が走っています。外側もどらえもんカラーです
が、中にもどらえもんが書かれており、駅に停
まっていると写真を撮っている人も多いです。
藤子不二雄さんは、私の父の同級生でもありま
すが、 

 

 この電車を乗りっていくと、富山新港に行くの
です。そこには帆船の海王丸係留されています。
海王丸は内部を観覧することもできます。 

北陸新幹線が開業したら、時間的にも近くなり
ますので、是非、観光にいらしてください。 


